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学校経営課題研究Ⅰ(Action Research of School Management Ⅰ)

授業科目名(科目の英文名) 区分・【新主題】/（分野）
省察科目

授業形式

選択必修 4 1 教育学研究科 通年 月4,火3

氏名  清國祐二，熊丸真太郎，大島崇，山本遼，渡邉英樹，久保隆，安田憲司

E-mail   oshima@oita-u.ac.jp   内線   6132

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

授
業
の
概
要

各々の研究テーマの探究のために研究方法

目標1

目標2

目標3関係機関や現任校での実習における観察や体験を理論的に省察できる

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 910

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

自ら設定したプロジェクトの枠組みを設定できる

プロジェクトの枠組みに応じて課題を発見する

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

授業の内容

オリエンテーション―授業計画説明，発表分担決定，2年間の研究プロセスの説明1

研究テーマについての発表①2

学校経営プロジェクトⅠの事前指導3

研究のための図書館活用4

大学院2年生の実習計画書の共同検討5

学校経営プロジェクトⅠの事前指導6

実習日誌，フィールドノートの書き方7

文献検討（研究の問いを立てる，過去の教育実践研究報告書の検討①）8

ゼミによる問いの立て方，マインドマップづくりなどのワーク9

文献検討（理論的枠組みと先行研究レビュー，過去の教育実践研究報告書の検討②）10

ゼミによる先行研究の検索とレビューのワーク11

研究の問いと先行研究レビューの発表12

学校経営プロジェクトⅠの省察①13

研究テーマについての発表②14

大学院2年生の中間発表の共同検討15

学校経営プロジェクトⅠの省察②16

ゼミによる学校経営プロジェクトⅠの省察，研究指導①17

ゼミによる学校経営プロジェクトⅠの省察，研究指導②18

学校経営プロジェクトⅠの省察③19

ゼミによる学校経営プロジェクトⅠの省察，研究指導③20

ゼミによる学校経営プロジェクトⅠの省察，研究指導④21

学校経営プロジェクトⅠの成果の発表22

ゼミによる学校経営プロジェクトⅡの省察，研究指導①23

学校経営プロジェクトⅡの省察（学校経営プロジェクトⅢに向けた実習計画案の検討）24

ゼミによる学校経営プロジェクトⅡの省察，研究指導②25

ゼミによる学校経営プロジェクトⅡの省察，研究指導③26

ゼミによる学校経営プロジェクトⅡの省察，研究指導④27

ゼミによる学校経営プロジェクトⅡの省察，研究指導⑤28

学校経営プロジェクトⅡの成果（学校経営プロジェクトⅢに向けた実習計画案）の発表①29

学校経営プロジェクトⅡの成果（学校経営プロジェクトⅢに向けた実習計画案）の発表②30

ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

プレゼンテーション，ディスカッション（ガイド付き・フリー）

○

○

ラ
ー
ニ
ン
グ

○
工
夫
そ
の
他
の

時間外学修
の内容と時
間の目安

実践レポート作成，プレゼン準備（20ｈ）準備
学修

事後
学修

実践レポート修正（10ｈ）

教科書

必要な資料は授業中に配布する。

参考書



成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

目標
8

目標
9

目標
10

学校経営プロジェクトⅠの成果の発表・質疑応答

学校経営プロジェクトⅡの成果の発表・質疑応答

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

注意事項

備考

リンク
URL

○
担当教員の
実務経験の
有無

清國祐二（高等学校教員），渡邉英樹（中学校校長・教育行政），久保隆（中学校及び義務教育学校校長），安田憲司（中学校副校長・教育行政）
教員の実務
経験

学校現場や教育行政現場での実務経験をもとに，学校経営全般に係る指導を行う
実務経験を
いかした教
育内容


